









































　本実践過程は第 1 段階「調理の必要性を知る」，第 2 段階「調理の基礎を学ぶ」，第 3 段階「高齢者から郷



















A study on results content and challenges content in the four stages of the practice process
 on the theme of "cooking"
－ From learning and exchanges between the elderly and elementary school students of 



































＝ 137）の 4 種類の施設・事業所とも，「被服」よ
りも「調理」に関する内容のほうが高かった．例え
１．Ａ調査の概要
























　2016（平成 28）年 10 月 24 日，「調理」をテーマ
とした学びと交流のすべての段階に参加した学生
































こで 2016（平成 28）年 3月 24 日，筑北村 3小学校









































27）年 7 月 13 日，5 ～ 6 人のグループに分かれて
調理実習を行った．食事内容の一部が欧米化傾向に
ある中，介護保険制度における要支援・要介護者の










援を行うことが QOL（quality of life：生命・生活・
人生の質）向上につながる 14）．半面，食事の文化
性が見落とされ，軽視されている現実もある 15）．







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































新卒で 20 歳の介護福祉士と 90 歳の利用者，新人介
護福祉士と先輩介護福祉士といったように，働く中
で多様な異年齢の人と関わることになる．
　しかし，保健医療福祉の課題として，最近ではお
互いに忙しくメールや文書での連絡が多く，直接時
間をとって話し合う機会が減少しているとの指摘も
みられる 19）．その一方で人材開発の対策上，スタッ
フ個人だけでなく，組織レベルや地域レベルでの情
報交換がなされてこそ，スタッフの職場での業務の
やりがいを見出せるとの指摘もある 20）．したがっ
て，新たな視点に気づいたり，やりがいを見出した
りするためにも，同世代を超えた多様な世代の人た
ちとお互いに顔の見える関係性の中で語り合う機会
を増やしていくことが重要である．
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